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佐渡の磯根ぎ漁

新潟大学理学部附属佐渡臨海実験所

石 見 喜 一

海水の清澄な佐渡島の漁村では、 l年を通して操業されている漁法に磯根ぎ漁

均三ある。

波のおだやかな日 iζ、小船(ロ、カイ船、実験所近郊ではカンコと呼んでいる)

iζ、ガラス箱(ノゾキ)、ヤス、カマ、カギなど、その時々の目的lζ見合った漁

具 と竿を乗せ、カイで船をあやつりながら移動させる。そしてガラス箱で海底をの

ぞきながら魚、貝、海藻などを取るいわゆる見っき漁である。

乙乙では、臨海実験所の存在する達者とその付近の集落の磯根ぎ漁を見て見た

い。春の 4月中旬、凪いで晴天の日を見てワカメの口開け(開禁)がある。長さ

lm.......7mの竿l乙カマを取りつけ、瀬lζ生えているワカメを他船に負けじと競争

で刈 り取るいわば海中の草刈りと思えばよい。波のある時には、注意しないと船

i岩にぶつかったはずみに、時には漁夫が海lζ落ちる乙ともある(水ダコをとっ

七と言う)。乙の頃より、日本海特産のツルアラメの刈り取りもする。竿の先K

ゐわら かな、 Y字形の 2本の叉を取り付け、乙れにツルアラメを巻きつけ、ねじり

取る。腕力のいる漁で、手袋をはめていても手の平は豆の豊作、大変な重労働で

ある。モズク、エゴノリなども、乙の噴lと操業され、 6月の終わりまで続く。

海も、そろそろ夏枯れになると海藻の影にひそんでいたサザエ取り漁にかわる。

長さ 5m.......15 mの竿に、三ツ叉のサザエヤスをつけ、サザエの貝がらに穴を開け

三い ように 1個 1個挟んで取る。 1日に 100.......200個も取れるが、個人個人の差

二大きい。近年は刺網でさかんに取っている。

春か ら夏には大型のサザエが多く 、秋から冬には小型であるが数が多く、水深

ふ mくらいの所でも取れる。凪さえよければ 1年を通して操業されている。

アワビ取り漁は、磯根漁師の中の漁師でないと漁業としてなりたたないほど技



術と経験のいる漁法である。 10m~15 mの海底の、岩影や海藻の中lζ ひそんでい

るアワビを見つけたら、専用の特殊なアワビカギで海底にいるアワビにカギをか

け引きはがし、そのまま落とさないように船まで上げるには、人一倍の竿さばき

と感を要する。またアワビ漁は竿の作りが良 くないと貝がらを乙わしたり、岩の

聞に落としたりして漁にならなし、。最近、千葉県などに活魚出荷のため肉に傷を

つけないように岩から引きはがした後、長い竿のタモ網です くい取る方法もお乙

なわれている。

老漁師は言う、アワビを取るには海の底の岩の形を覚えろと、ととろが覚えた

と乙ろが覚えた乙ろには目が暗く(年をいて)漁にならないと。

産卵期 エザサ 8 月 ~9 月

アワビ 9 月 ~10月

したがって、 8月31日より 11月30日までは禁漁期である。

現在は行われていない磯根ぎ漁に、テングサ漁、タコ漁、夜突き漁(夜間、灯

りをつけて魚類をヤスで突く)がある。

佐渡では、ウニ類は漁獲されていない。近年、ウエフトスーツやアシヒレが普

及し、磯根が荒され資源も自にみえて少なくなってきた。
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技官一年生を振り返り

お茶の水女子大学理学部附属館山臨海実験所

山口 守

昭和61年 6月 1日付けでお茶の水女子大学・館山臨海実験所の技官になりまし

た、今年の 6月でようやく一年が過ぎました。乙の間長いようで短い一年でした。

技官として採用された時は、技官とは何をすればよいか三日足らずの引き継ぎ

では完全K覚えきれず、困ったととが数多くありました。叉、乙んな時なぜ技官

が一人しかいないのかと、弱気になったこともありました。

特に飼育や採集などはしたことがなく、また生まれてから今まで見た乙とのな

い海洋生物や見た乙とがあっても正式な名前も知らない海洋生物がほとんどで

した。それに、乙れらが何時、どのような場所で採集出来るのかもまったく分か

らず、今の所長lと色々な所lと連れて行ってもらい、少しず、つ分かりかけてきた所

です。しかし、まだまだ分からないととが多く、他大学の先輩技官の方々に、ご

指導をして頂いています。

乙のように分からない乙とを他大学の先輩技官の方々に指導して頂けるのも、

臨海・臨湖実験所、事務官・技官会議で顔を会わせ、色々な話しが出来たからだ

と私は思います。

乙れからも尚一層のど指導とど鞭撞を宜しくお願い致します。

また、館山臨海実験所前が遠浅でかつ砂浜であるため、海水を汲み上げるのに、

現在は真空タンク方式を利用して揚水していますが、これからはどのような揚水

方法が最良であるか考えなくてはならないのですが、経験不足の上、良い考えも

浮かばず、どうしたらよいのか思案にくれています。

乙のようにして私の新任一年が過ぎて行きました。
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菅島における海水分析データ

名戸屋大学理学部附属臨海実験所

砂川昌彦・村田 明

名古屋大学理学部附属菅島臨海実験所において、 1986年 1月より毎日及び週 l

回を原則として、表層水を採取して海水分析を実施した。

調査地点は Fig. 1 1<:示した菅島沿岸の 2定点(実験所前・菅島漁港前)である。

分析項目は、水温・比重・ pH を毎日、リン酸態リン(以下 P04-Pと略

す)、アンモニア態窒素(NH 4 -N )、亜硝酸態窒素( NO 2 -N )、硝酸態

窒素 (N03-N)、無機態窒素(NH 4 -N、 NO 2-N、 NO3 -N )の総

量(T -N )を週 1回である。

分析方法は、 PO 4 -P については、アスコルビン酸を用いる方法を採用し、

NH 4 -N はインドフェノール法で、 NO2 -N、 N03-Nはグリースの方法

lとより測定した。

以下に 1986年における各自の平均値をグラフに示した。

斗

/ 

菅島

臨海実!~所

F i g. 1 

-6-



A凶
(γ / l ) 

35 

30 

25 

P 04-P 20 

25 

( Y / l ) 

20 

15 

P04-fl 

10 

5 

海ノlくの分析 St. 1 

海水の分析 St.2 

醐iiilhillEli11Gill 

140 
( y / ι) 

120 

T-N  

160 
(γ/ l ) 

140 
T-N  

120 

10011間 P04-P 

ァ "- T -N 

日同~叫凶，Jf:.t叩岬トMLIFt凶，lJ\山四月 IJ則LI 0 

86 86 86 86 86 86 88 86 86 86' 86 86 
-1 -2 -3 -4 --5 -6 -'7 -8 -9 --ー un

10 11 12 

- 7 



海洋fi.見測 St.J 

3ω 

j七HI

200 

mm~ 水淵

1501 ."_比重

100 

50 

海洋間測 St. 1 

251 I 8.36 
(ωC) 

2() 

15 

水禍

10 

5 

日!山E山!削 ~判酎脱削11阻i温目 t.l阻刷阻間l問悶 ; 囲剛li目凶目 :川川川目M附tiHl目l..j凶測 j..l附附H附附目出矧nu問目 tl制別川H悶l団圃 f-l削IU日II問l叩百 ，l附町附旧刷14川~ 川

86 -86-86-86-86-86-86-96-86-86-96-86-
1 2 3 4 5 6 7' 8 9 10 11 12 (丹)

25 
("C) 

20 

15 

7.l<?目

10 

5 

8.34 
PTI 

水

P

漏
川
|

8.28 

8.~6 

8.24 

日!刊11川l

8筋6-86ト一g郎6一e郎6-8鉛6-8郎6-8前e一8郎6一8郎6-8邸6-9飴e一8郎6一 (川F月I) 

1 2 3 4 5 6 7' g 9 10 11 12 

-8ー



Jij.洋間1.i1t~ St. 2 

300 8.44 

8.42 
P [-J 

8.4 

8.38 
一2日日

8. 361 ~劉比重

比重 f5日 8.34 PH  

8.32 

100 
8.3 

50 
8.28 

8.26 

OP量出ゆ岨ト幽~I\郡、ìl p脱却蹴#醐斗J蹴4蹴_pii随4鵬4醐-18.24

88-86-86-'-86-86-86-86-86--86-86-86-86--
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (月)

隠岐島周辺の魚類

島根大学隠岐臨海実験所

斉藤 博

1975年から 1985年にかけて、隠岐島とはいっても実験所周辺を主体にどんな

魚が生息しているか、潜水 ・箱 メガネ・地曳網・定置網・刺網・一本釣り、叉地

元漁夫の協力 lとより聞き込みも併せ乙乙 lζ記入してみます。叉1974年 6月 9月

当時金沢大学理学部院生、松島克幸君が素もぐりによって調査し、カメラで撮っ

たものも含まれています。湾内K於ては水深3)m以上、沖合は水深 70m ぐらい迄

のものです。
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調 査場所略 図 (斜線内)

1.ヌタウナギ 2.ネコザメ

6. ""?イワシ 7.カタクチイワシ

11.ウナギ 12.ハモ

隠 岐 島
(島後)

3.カンギェイ

8. ""?エソ

13.マアナゴ

16. トビウオ 17.タツノオトシゴ 18.マツカサウオ

21.ボラ 22アカカマス 23.マグロ

26.タチウオ 27.シイラ 28. ""?ア ジ

31.カンパチ 32.ヒイラギ 33.オキヒイラギ

36.イシカーキターイ 37.ヒメジ 38.オキナヒメ ジ

41.ナンヨウハチヒキ 42.チカメキントキ 43.アカム ツ

46.キジハタ 47マハタ 48.キス

51.グ ロダイ 52.チダイ 53.ヒレコダイ

56.コショウダイ 57.イサキ 58.タカノハダイ

61.グラカケ トラギス 62.へビギンポ 63.ナベカ

66.ギンポ 67.シマハゼ 68.スジハゼ
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4.ウノレメイワシ

9.ウグイ

14.サンマ

19. ""?トウターイ

24.カツオ

29.プリ

34.タカベ

39.テンジタダイ

44.スズキ

49.メジナ

54.マダイ

59.ネズミコチ

64.ニジギニボ

69.グツワハゼ

5.キビナゴ

10.ゴンズ、イ

15.サヨリ

20 カガミダイ

25.コサバ

30. ヒラマサ

35.イ シダイ

40.ネンプツダイ

45.アオハタ

50.フェダイ

55.キダイ

60.ダンゴウオ

65. ダイナンギンボ

70.イ 卜ヒキハゼ



71.マハゼ 72.チャガラ 73.キヌパリ 74.リュウグウハゼ 75.ニシキハゼ

76.ゴグラグハゼ 77 ドロメ 78.サビハゼ 79.シロウオ 80.ウミタナゴ

81.オキタナゴ 82.スズメダイ 83.ソラスズメダイ 84.オヤ ピッチ ャ 85.コプダイ

. 
86.オハグロ ベ ラ 87.ササノハベラ 88.イト ベラ 89.ホンベラ 90.キュウセン

91.カミナリベラ 92.カゴカキダイ 93.キンチャ グダイ 94.アイゴ 95.ナガハギ

96.ア ミメハ ギ 97.ウマズラハギ 98.カワハギ 99.ハコフグ 100.サノミフグ

101.トラフク 102.シ ョウサイフグ 103.グサフ グ 104.マフグ 105.コモンフグ

106.ヒガンフグ 107. メノミノレ 108.ハツメ 109.ウスメパノレ 110. グロソイ

111.キツネメ バノレ 112.タケノコメパノレ 113.ヨロイメ パノレ 114.カサゴ 115. ミノカサゴ

116.オ ニオ コゼ 117.ハオコゼ 118.フジメ 119.アイナメ 120. トカケゴチ

121.コチ 122.キヌカジカ 123.アナハゼ 124.アサヒアナハゼ 125.ソウハチ

126.ヒラメ 127.メイタカレイ 128. "7ガ.レイ 129. <'コガレイ 130.イシカ‘レイ

131.タ ラ 132.ハタ ハタ 133ダン ゴウ オ

以上 130種あまりのものを記入してみましたが、隠岐島内 lζ於ても地方によ っ

て同じ魚でもよび名が異なり、叉折角珍らしい魚が漁れでも時間の経過で変色し

てしまい学名の判断を多分にあやまってしまったものもある様に思えます。南方

系、北方系の魚も時期によっては数種類観察しましたが、乙れ等は対島暖流の北

上と寒流の南下で迷いこみ乙乙で数尾すみついたものと思われます。観光釣りブ

ームで今迄岸では見かけない魚も近年は釣れた乙ともあり、人聞社会の変化に併

せ魚の世界も変ってきた感じがしました。

参考書 原色日本海水魚類図鑑

東シナ海 ・黄海のサカナ



瀬戸臨海実験所自生植物目録

海浜植物編

京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所

樫山嘉郎

はじめに

当実験所は、砂川|の上にある。北の田辺湾、南の鉛山湾にはさまれ、最も狭く

なったところでは 130m しかなし、。海水貯水タ ンクが置かれた岩盤の露頭、東北

隅の岬の小山、西北隅の山裾城があって、少し高くな っているが、ほとんどの地

域は平坦な砂地で、その最も高いところでは、基準海面上 8.60m と測量されてい

る。先年実験所本館等を改築するにあた って、地質のボーリング調査が行われたc

本館のあたりでは40m掘っても砂が出ていたが、実習宿泊棟東側では、 8 mあた

りで基盤岩lζ達していた。

そのため土壌中の肥料分や保水刀が弱いうえに塩風の影響を強く受けるため、

構内の緑化維持に苦労している。しかし、乙の条件は海浜植物にとっては適地と

いえるので、ダンチクを防風用として利用するなど、自生植物の保護活用も考慮

に入れながら、構内緑化整備を進めている。今回は、実験所構内に自生している

海浜植物を紹介する。目録lとは開花時期(月)、分布、他に食用可能な種につい

ては⑧のマークをつけた。

なお、各臨海、臨湖実験所において、構内植物の目録があれば御紹介いただき

たし、。また、食用可能な種について、その方法なども御教示下さし、。乙の目録の

整理にあた って、田名瀬英明技官の協力をうけた。

目 録

アカザ科

オカヒジキ 6 ~ 10 北海道以南 ⑧汁の実、おひたし

っ'u



ツルナ科

ツルナ 4~6 北海道以南 ⑧ おひたし

ナデシコ科

ハマナデシコ 7~9 関東以南、四国 ・九州 ・沖縄

マンテマ 5 ~ 6 // I! 

アブラナ科

ノ、マダイコン 4 ~ 5 日本全土 ⑮ 若葉のおひたし

トベラ科

トベラ 4~6 紀伊半島以南

パラ科

テリハノイバラ 7 ~ 5 関東以南

ホウロクイチゴ 4 ~ 6 紀伊半島以南

マノレパシャリンノイイ 4 ~ 6 // 

ニシキギ科

マサキ 6 ~ 7 日本全土

ツバキ科

ヤブツノイキ 10 ~ 4 紀伊半島以南

ハマヒカカキ 11 ~ 4 I! 

グミ科

マノレパアキグミ 10 ~ 11 関東以南

アカパナ科

オオマツヨイグサ 5 ~ 10 関東以南 ⑧ 若葉のおひたし

コマツヨイ グサ 5 ~ 10 I! 
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セリ科

ノ、マボウフウ 5 ~ 8 関東以南 ⑧ さしみのつま

アシタノ〈 5 ~ 10 11 ⑧ おひたし

ノ、マウド 5 ~ 6 I! 

サクラソウ科

ハマボツス 5 ~ 7 日本全土

ヒノレガオ科

ノ¥マ ヒノレガオ 5 ~ 7 I! 

クマツヅラ科

イワダレソウ 7 ~ 11 関東以南

/，マゴウ 7 ~ 9 I! 、沖縄

シソ科

タツナミソウ 4~6 11 

キク科

イソギク 10 ~ 11 I! 

ツワブキ 10 ~ 12 I! ⑧ つくだK

ネコノシタ 7 ~ 10 1/ 

ハマアザミ 7 ~ 12 I! ⑧ キンピラゴ、ボウ

イネ科

夕、、ンチ ク 9 ~ 10 // 

オニシノて 4 ~ 6 1/ 

ケカモノハ シ 7 ~ 10 1/ 

チガヤ 5 ~ 6 1/ 
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ユリ科

クサスギカズラ

ノ、マカンゾウ

ヒガンバナ科

ハマユウ

千 原 光雄

2 ) 旦理俊 次

3 ) 横須賀市博物館

牧野富太郎

5 ~ 6 

6 ~ 9 

関東以南

// ⑧ 妙めもの

6 ~9 // 

ウ

参 考 文 献

1970 :海藻、海浜植物(標準原色図鑑全集 15) 160 

頁保育社大阪

1970 : カラー海辺の花 196頁 山と渓谷社東京

1983 : ー浦半島の海浜植物(横須賀市博物館教育資

料シリーズ 30) 10頁

1961 :牧野新日本植物図鑑 北隆館

、、 ホ タ ノレ

岡山大学理学部附属牛窓臨海実験所

磯 崎 雅 夫

採集日誌を見直すと、ウミホタル採集の記録は昭和50年が最後となっている。

玉野時代、そして牛窓K移転という実験所暮らしの中で、ウミホタルが採れな く

なってから、早くも 12年が経過した事になる。

古い話になりますが、昭和 45年度に私達の岡大臨海実験所に流動研究員として、

北海道大学から玉重三男教授が来られていました。現在は故人となっておられる

のですが、当時は夜、一杯飲みながら色々と談笑したものです。そして玉重教授
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が任を終えて北海道大学lζ帰られる時lζ、記念lとと、数枚の新聞の切抜きを私の

と乙ろに残していかれたのです。その切抜きとは、玉重教授が北海道新聞の依頼

で、魚眼図という欄に随筆風lと短文を寄稿されていたものの切抜きです。今でも

私が大切に保存しているのですが、その中の一枚l乙、私との話のやりとりからヒ

ン トを得て、 記事にしたといっておられた一文があります。ウミホタルという見

出です。以下に紹介させていただきます。

「ウミホタル 」

もう数十年 も前、東大理学部附属三崎臨海実験所のさん橋に一人のアメリカの

学者が立って、海中の光りを追って見つめていた。その後別段lζ実験する様子も

なく、米国へ帰った。しばら くして彼から実験所採集職員の「重さん Jle、で き

るだけたくさんウミホタルを乾かして送ってくれとの注文が来た。重さんはあの

プラプラの外人がそれを何に使うのかいぶかりながらも、せっせと送ってやった。

と乙ろがどうだろう。まもなくプリンストン大学ニュートン・ハーヴェイの名で、

やつぎ早に論文が出た。生物発光の基本機構の一つ、基質ルシフェリンが酵素ノレ

シフエ ラーゼの働きで酸化発光する乙とを明らかにした。彼の死後も、日・米の

化学者の手でさらに精細な発光化学過程が調べ上げられた。そして今日では、ヒ

トモシクラゲの発光蛋白質エクオリンが興味をヲ|いている。

アクアラ ングなどの潜水具・潜水技術が普及してきて、海底土木業や漁業のた

め、日本のあちら乙ちらで潜水の新職業分野が発展しつつある。乙れは瀬戸内沿

岸で聞いた実話。海水浴シーズンになると子供の水死が多い。太陽が沈んでもあ

きらめきれない母親達の中には、半狂乱になって死体探しを哀願する人もある。

潜水夫は大弱り。情にほだされ、しかたなく潜る者もあるが、すっかり弱音をは

く者もある。「わしゃょうやらんで Jiどうして?J i実はのう……… 」と語る

と乙ろによると、暗い海底の砂泥や様々のプラスチフク製品の廃棄物の下から、

人魂が青火となって、スイ、スーイと浮かび上がつが行 くという。だが物慣れた

潜水夫はまたいう「アホウ、そりゃウミホタルで=。燐がなんで水の中で燃えるか

いJ (玉重三男 ・北大教授 電気生理学)

n
h
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以上の様な記事ですが、文中に出てくる物慣れた潜水夫というのは私をもじっ

ての事、磯崎さんを潜水夫にして悪しからずといっておられた玉重教授の笑顔が

今も脳裏K浮かびます。

実際、その当時は実験所が海水浴場lと隣接していた為、海水浴シーズンともな

れば、水死体探しによくかり出されました。県警のアクアラング隊も編成されて

いなかった時代ですし、実験所は早くからアクアラングを装備していた関係で、

市の海水浴場運営委員会より、海水浴シーズン中の海難救助委員を委嘱されてい

たものですから、水難事故には頼りにされて、臨海実習中と いえども出動を余儀

なくされ閉口したものでした。

特l乙、日没後の薄暗い海底での遺体捜索では、ツルシラモなどの細い海藻の茂

みが遺体の頭髪に見えたり、その附近より活動時間となったウミホタルが青白い

光を放ち、光の尾を引きながら、砂泥中より泳ぎ出すものですから、ウミホタル

を知らない新人ダイパーが、その不気味さに驚くのも当然といえるでしょう。

今となってはそれも昔の語り草、ほんとうにウミホタルはどうなったのだろう

か、まさか日本全国一斉に姿を消したとは思われないのだが。

ウミホタルが多量に採れていた頃は、実習中の灯火採集で、女子学生が頭髪l乙

ウミホタノレを何匹も投げつけられて、青白く光る髪をふりみだしてキャーキャー

と騒いだり、神秘的な幻想にふけったりしていたものです。当時が懐かしく想起

されます。

なお、それらに関連して老婆心から一言。ウミホタルの採集用具に関してです

が、「重さん」が最初に考案したといわれている洗面器とか金属ボールなでの器

に布を張り、その布l乙穴をあけて器の中lと餌となる魚肉などを入れ、日没後海中

に沈めるという従来の方法よりも、簡単で効率的な万法があります。それは器の

代わりにベン缶を使うという事です。そして布を使わずペン缶のフタに直接ウミ

ホタルよりやや大き目の穴を釘であける乙とが重要なポイントになります。釘で

あけた穴ですと横面が l'状となり、一度侵入したウミホタルが脱出不可能とな

る為に、長時間経過しても大丈夫ですが、多い時には 1時間も経たないうちに、

ペン缶の70~80%がウミホタルで埋まったという採集実績もあります。重さん方

ヴ
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式と併用してみて、十数倍から却~30倍もの効率は証明ずみです。

ついでにもう一つ、採集したウミホタルを新聞紙の上などで天日で自然乾燥す

る時は、プラス扇風機の風を当てるととにより、天候lζ 左右されることなく、早

く乾燥し、絶好の仕上がりとなります。色調だけでなく 、発光実験の効率もよく

なりますので、もしウミホタルを材料に使用する乙とがありましたらお試しの程。

主要実験動物のうち、我が実験所周辺ではウミホタルlζ 限らず ヨツアナカシパ

ンも姿を消して10数年、カミクラゲも年々減少し、或はやがて消滅するのでは?

という危慎もあり ます。一人で焦 ってみても自然、の力はどうにもなりませんが、

ほんとうに汚れのない奇麗な海の保全を痛感する次第です。

多忙な夏期の臨海実習を消化して、また一段と日焼けした技官の皆様方と、顔

を揃える次回佐渡での研修会議が待たれます。そして現在ウミホタルの採れる実

験所は何処なのか? 全国で何ケ所あるのだろうか? 研修会議で是非共お伺い

したい中の lつです。そしてまた昔の様に、瀬戸内でのウミホタルの復活、海底

の人魂との一日も早い再会を願って止みません。

十 年 オ士二
日

岡山大学理学部附属牛窓臨海実験所

牛堂和一郎

10年前の 6月といえば、私はまだ高校 3年生で就職を捜していた時期で、どう

いう仕事に付乙うかといろいろ迷っていた時期でした。

その時近所の人に町役場iζ行っている人がいまして岡 山大学で人を捜してい る

というのを聞きつけました。その人が言うのには私の小さいときからの遊び場で
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あった弁天様の脇に岡山大学の施設ができてそ乙で働いてみてはどうかと言う話

しでした。

どんな仕事か話しでも聞いてみょうかと言う乙とになりましたが、父は二十歳

前から機帆船に乗って食事とかを作 っていた人ですからそういう人に逢って話を

する事は大の苦手で、国鉄職員をしていた伯父が私と一緒に岡山大学へ話を聞き

に行ってくれるということになりました。その時は理学部長の岩田先生(元臨海

実験所所長)と吉田先生、事務長が話をして下さったのですが、その時の話しで

は、君は動物が好きか乙の仕事は動物を飼育という乙とが大事だからということ

と、技官という仕事をして貰うわけだが定員の枠がまだなく定員化の努力はして

いるが、二三年非常勤職員をや ってもらわなければいけないだろう。仕事の内容

としては動物を採る、飼育するという乙ともあるが、手のすいた時には草刈とか

雑用もしてもらわないといけない。年l乙 l回技官会議があってそれには出席出来

るようにする。というのがおおまかな話しだったと思います。

その頃伯父は、 乙の臨海実験所の話がなかったら国鉄職員にでもなれとか言っ

ていましたが、乙の話を聞いてからは乙 っちの話の方が国鉄よりいいから乙っち

に就職を決めろという事になってしまいました。

夏休みの前lζ今度は磯崎さんが高校の方へ出向いて くれました。その時磯崎さ

んとしては、近くの喫茶庖にでも行って二人で、話をするつもりだったらしいの

ですが、私が担任iζ今度就職しようと思う岡山大学の臨海実験所の方が面接K来

られると言ったものですから磯崎さんは職員室に通され、担任に勉強は出来るだ

の、スポーツマンで、陸上競技をやっているのだのまくしたてられていました。

横で聞いていました私は、よくとの先生言うなあと思い下を向いていました。

後で聞いた話ですが磯崎さんも教員室に連れて行かれ、私の担任に良い事ばかり

言われて尻がむずむずしたのと私をみてその頃は今より 10キロは痩せていました

から、乙んなやせっばちで大丈夫かとす乙しは不安だったそうです。

その後大学から何の連絡もないしどうしたのか不安になっていましたら、吉田

先生も私の返事を待っていてくれたていらしいのです。とういうことで 9月早々

には私の就職は内定し、同級生が 10月になり就職試験に躍起になっている時期に
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は悠々としていられました。

就職して 1年間は玉野の臨海実験所で過ごしたのですが、牛窓から玉野の実験

所までは車で 1時間は十分かかる所でしたから、土曜日の午後家に帰り日曜日の

夜実験所に行っていました。家iζ帰っていたのは、車iζ ガソリンを入れるのと洗

濯ものを持づてかえるだけでした。

渋川での寝泊まりは、吉田先生と山本先生の官舎の間に六畳ぐらいのプレハプ

が立っていたのでそ乙で寝泊まりをしましたが、全くの倉庫に棚が付いたぐらい

のものでしたから、山本先生の官舎からコードをひっぱって、電気は大丈夫だっ

たのですが、水道がないのでジュースの lリットルピンに水を汲んで置いていま

した。便所はすぐ後ろが山で薮になっていましたから、時々失礼しては飛ばして

いまし fこ。

酒を飲んでプレハプlζ帰って寝たときなどは、ダフ守ルベフ卜だったのですが時

々ベットから落ちたらしくベッドの下で寝ていたり、時には吉田先生の奥さんが

昨日は牛堂さんがベッドから落ちたんじゃあないの、 一夜中にどすんでいう大きな

音がして地震かと思ってびっくりした、なんて言われました。

そんな乙んなで l年が過ぎ、ようやく牛窓iζ実験所が完成し引越しとなりまし

た。そとで、自宅のある私と牛窓lと実験所ができるというのですばやく家を建て

てしまった山本助教授が先発隊となり、届いた実験器具など荷物を所定の位置に

かたづけるという乙とになりました。しかしその忙しい最中風邪をひいてしまい

仕事を休むという訳にもゆかず、 2ヶ月ぐらいずっと咳止め薬を飲みながらがん

ばっていたのですが、引越しが終わり一息付くと気が抜けて熱がドット上がり医

者に行くと、レントゲンを撮られ肺炎だからすぐに入院をするように言われてし

まいまし 7こ。

そ乙でリゾート病院といわれる牛窓町立病院に20日間入院、なぜリゾート病院

とつくかと言うと、目前に追っている日本のエーゲ海牛窓の向乙う側には小豆島

が病室のベッドの上からでもその景色がみられるからです。その入院中に今でも

楽しみですが、年l乙1度の楽しみとしての、奈良女子大学の臨海実習があったの

です。私は病院のベッドからマリナスを見ながら、あの中lと十数人の女の子がい

nu 
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るのかと指をくわえて見ていました。しかし、日頃の行いが良かったのか、入院

して一週間固までは何も食事が喉を通らなかったのですが、コンパの自には医者

から外泊許可を貰えるまでに回復しコンパに参加できたのですが、その為iζ外泊

許可を貰ってと 3年間ぐらいはみんなに言われました。しかしその次の日には退

院をしたのですから、もうほとんど病気は治っていたのです。

叉、そもそも勉強が嫌いで、進学をやめ就職をしようと決めていたものですか

ら、仕事を始めたら勉強なんかはしなくていいぐらいに思っていたのですが、世

の中そんなに甘くはなかったのです。 4月lと入り最初に小型船舶の免許、乙れは

1級だったので、 1ヶ月半海を渡って高訟の海技学校まで片道 3時間、乙れの勉

強は余り大した事はなかったのですが、フェリーの中で 1時間の昼寝の癖が付い

てしまい、免許が取れて仕事を始めても午後の 3時ζ ろになると眠くなり、うた

た寝をしてしまうという乙とがあり、磯崎さんに叱られる乙とが時々ありました。

危険物の免許では乙んな事がありました。前l乙書いてあるように父は機帆船に

乗っています。その船が二硫化炭素という引火性の強い危険物を運んでいたもの

ですから、父も危険物の免許をもっていたほうがいい、その為に親子二人で一緒

に試験を受ける乙とになり、それで受験番号が並んでいたらカンニングでもしよ

うという乙とになっていました。受験番号が届いてみると思惑どうり番号は続い

ています。これはやったと思い試験会場の机に座ってみてがっくりです。私は会

場の l番前、父は l番後ろ、どうやってカンニング等が出来ましょうか。それで

も父は父なりにだいぶん勉強していたのですが、悪い乙とに解答方式がマークシ

ートで、そんな解答のしかた、昭和 1桁で二十歳前から船に乗っている父に理解

できる筈がありません。答えの書き方が解らないと試験官に教えてもらっていま

したが、どうも理解できなかったらしく父は不合格でした。

そんな乙んなでL潜水士・危険物取扱責任者・高圧ガス取扱責任者等いろいろ

とったのですが、 ζの中で一番難しかったのは、高圧ガスでとれは少々根性を入

れて勉強をしました。

その他技官会議とか実験動物の採集又は運搬などでいろいろ思い出話しも有り

ますが、乙の乙とは来年の機関誌にでも取ってお乙うかと思いますのでとれくら
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いにして、来年は私も就職して十年まだまだ技官としては半人前のと乙ろもあり

ますが、一つの節目として乙れからなお一層の努力をと思います。

しかし 10年というものは過ぎてしまうと早いものです。

技官研修会議の中から

高知大学海洋生物教育研究センター

井本成彬

此の秋lζ、第 14回技官研修会議が、新潟大学理学部附属臨海実験所で開催され

ますが、乙れまでに、 13年間、ど乙かの実験所・センターで、技官研修会議が開

催されてきました。受入の実験所・センターの技官のかたの御苦労は大変な乙と

とお察し致します。

第 5回の高知大学海洋生物教育研究セ ンターでの ζ とですが、慣れない乙との

取り組みでもありました。まず開催について、センター長の承諾と、事務係の理

解、協力を取り付ける乙とでした。会議も近づき開催の 2ヶ月前頃Kは、それぞ

れの実験所・センターに通知を出し、出欠の有無をとりますが、会議が無事lζ終

るとと、それに出席者や議題の少ない時にはどうしょうかと、不安もありました。

乙の様な心配をしながら、いよいよ会議の当日となりますと、遠路から出席し

てくれた懐しい顔を見ると、今迄の不安も忘れる程でした。第 l日目は近況報告

などがありました。恒例にしたがって、当番のととろの技官は 2日問、司会を受

けもって議事の進行にあたります。叉 2日間の締めの意味で行われる懇親会にい

たるすべてが、当番のと ζろの技官にかかっているといえます。そのためにも会
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議の充実が参加技官lζ出来る協力ではないでしょうか。

技官研修会議で最も重視されるものは、議題の内容にあるととは言うまでもあ

りませんが、その内容についてみますと、会議発足の当時から、数年間は他所と

の相違する待遇の改善などの要望がありました。またそれぞれの実験所・センタ

ーの業務内容については、共通しているとはいえ特色のある発表に熱弁をふるい、

議論するととによ って大いにもり上がりました。その結果を所長会議に報告し、

改善して頂きたい事柄については実験所長・センター長の御配慮によって改善さ

れてきました。とれらのととを考えるとき、技官研修会議の初期の目的を果たす

乙とが出来た設立の意義は大きか ったと思います。乙のようにして技官研修会議

は昨年に第 13回を関係の皆様方の御協力を頂いて無事終りました乙とをうれしく

存じています。

さて乙乙数年の議題や機関紙の原稿数から考えられるものに、会議での発表に

しても、機関誌の原稿についても、書く事がなくな ったというのが、皆さんの本

音のように思われます。そ乙で今後の問題点Kついて、その内容を検討してみて

はいかがでしょうか。乙の様なことを提案すると、独断と偏見のようにとらわね

るむきもありますが、現在、会議の趣旨から、出席の実験所・センターから lつ

の発表という申し合せはあっても、発表内容に苦慮しているのが実情ではないで

しょうか。会議の関係の皆さんが望んでいる と思われるものに、業務上の情報交

換で得た、知識を職場で活用出来るものに・あるのではないでしょうか。

最近の議題の中には、素晴らしい発表もありました。技官が業務の傍らで取り

組んでいる、ウニの成長記録や動物の試験的培養などです。技官は研究者への材

料の提供という職務上の役割もあって、いかにして、多 くの研究材料を飼育出来

るかを経験によって知識を身につけ、その過程を発表する乙とは、全国的に減少

傾向にあると思われる研究材料の供給という点でも大いに取り組んでほしいと思

います。その外iζ水温の年変化のデーターにしても、毎日の記録が研究上貴重な

資料として役立つ乙とを願っています。

昨年の議題例からみて、以上の 2例 lζ給水関係とその他の発表 1~ 2例ありま

したが、乙のあたりで会議としての方向を打ち出す時期に来ている様に思います。
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そ乙で、技官研修会議として、臨海・臨湖・センターの特色を生かし、発表と

情報交換が継続的に行うことの出来る議題を会議としてとらえて行く事が肝要で

はないかと思います。ただ議題が多いと、良いという事にはならないと思いますE

出席者が、その発表について興味を持つ乙との出来るもの、質問できる内容であ

ってほしいと思います。発表するだけlζ とどまる乙とで終るものであれば会議の

持つ意味がないと思います。議題の内容によっては、 2~ 3でも良いと思います〈

前年に、テーマを 2~3 決めて置く事も必要だと思います。その組み合わせによ

る発表内容を考えるとき、出席者の共通する話題となるのではないかと思いますE

それによって意志の疎通も可能だと思います。こうして、今迄の発表も継続出来

るものは、とり入れる形をとると、毎年出席しても、何かの発表と質問が出来る

内容となると思います。その議題となるものとして次の事柄が上げられると思い

ます。 1例を上げると、・遠隔地(学部から)Iζ勤務する職員の諸問題についてζ

.職場における、事務官と技官(業務)との見解の相違についての問題点。

・採集、その他、研究lζ必要とする工作物やその試作について。 ・船舶の運航

と保守について。.研究材料の採集と調査について。 ・各種の調査に参加し

て。.研究材料の飼育と管理について。 ・実験所・センタ一周辺の動・植物

の異常発生や減少についての現状と経過等。 ・海水ポンプの保守と飼育水槽に

ついて。 ・料理(献立)について。.臨海・臨湖・センターの業務について0

.漁業協同組合との係る諸問題等。

以上のような項目を上げ、その中から発表する乙とによっては、業務内容は同

じであっても、それぞれが異なった見方もあって、結果的に期待出来ると思いま

す。右の内容については、過去に発表したものがいくつかありますが、新しい発

見もあると思いますので、会議としても続けられると思います。

技官研修会議が先細りにならないために、皆様に奮起していただき、会議を通

じて誇りを持つ乙との出来る、充実した内容に、今迄以上の御協力をして頂きた

いと願っています。それには、一部の人の案で左右されるのではなく、皆さんの

忌俸のない御意見を述べていただくととによって、会議を支える柱ともなるでし

ょう。ただ永続きさせるだけでなく、若い人達が、先輩にひけをとらない、意欲

-?.1-



を燃やしてほしいと思います。研修会議がより充実される乙とを祈ってペンを置

きます。

八 代 海 調 査

九州大学理学部附属臨海実験所

後藤 勲

58年 9月 12日 雨のち晴れ

眠りから覚めると雨音がしている。好天気を願っていただけに心配ですぐ窓の

外を見ると厚い雲からしとしとと無情な雨が降っている。海岸l乙目をやると、海

上は穏やかな様子で少しは安心する。天気予報では午後から回復するとの乙とで

あった。

今日から、今年 5月に続いて 2回目の八代海調査出港予定日である。

前日、調査に必要な器具は全て船lζ積み込んで出港の準備は整っている。小雨

の中をバックひとつで出動。 9時乗船者 7名が雨合羽姿で集合。皆んなの顔が今

朝の雨天のようにさえなし、。雨は降り続いているが天気予報では回復すると、予

報を信じて決行する乙とになった。

9時40分乗船。エンジン始動。プルンフ'ルンと排気音を響かせいよいよ出港。 3

泊4日間の航海安全を願って身体がひきしまる思し、。小雨のため見透しは悪いが

海上は穏やか。船はすべる様i乙進む。

調査地点での仕事の内容は、魚探で水深を確認してスミスマ フキンタイヤー採

泥器で海底の泥を 5回採泥する。その泥を一回ずつ別の容器に入れて泥温を計る。
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分析用泥を約 100cc取り 、の 乙りの泥を網目 1mmのフルイを使用して海水ポンプ

フ。の流水で洗う。のとった物を全部ビニール袋に入れホルマリン液で個定する。

乗船者の作業分担は、操船 l名、採泥 2名、水洗 2~ 3名、記録 l名である。

出航して40分の航行で最初の調査地点iζ到着。乙の海域は入江に小島が点在し

た所で、いっきても海上穏やかで、魚の養殖イカダも多い。海水の透明度は悪い。

各自配置につき補機も勢いよく始動ウインチが動き、海水ポンプから海水がほと

ばしる。水深を確認し採泥器をセ ットして静かに海底へ下ろす。カチと採泥器が

着地作動した音がロープを持つ指先iζ伝わる。ウインチでロープを巻揚る。採泥

器にはあふれんばかりの泥。

コンテナに入れ水洗班へ渡す。ひとつの調査地点の作業時間は水深によって違

う。約却分~50分位いである。

午前中、 3地点の調査を終って昼になったのでエンヂンを停止し、標泊して昼

食をとる。との頃ようやく小雨も止み重たい雨合羽を脱ぐ乙とができた。 1時間

の休憩。

次の地点に移動とエンヂン始動。グーグーとセルモタ ーが重たい音を発して回

転できなし、。パッテリーの充電量不足。いつものように魚探。電灯用のバッテ

リーからプスターケーフソレで配線して始動しても叉グーグーと重たい音がするだ

けである。さ ーて困った。乙のまま漂流して通りかかりの船を待つ運命かと思っ

た。叉いやな思い出もある。 52年 5月24日の八代海調査第一日目の乙とである。

三角港内で採泥作業中に補機の冷却水ポンプが故障したために油圧ウインチ、海

水ポンプが使用不能となってしまい、途中で調査を中止した苦い想い出がありま

す。

今日のバッ テリー電圧不足の原因は、エンヂン停止中にもかかわらずエンヂン

室の吸気、排気 2個のファンを使用していたためと思われる。

曳船を待つのみか。

アツター、エンヂン室上の甲板にバ ッテリー 2台、乙のバ ッテリーは54年10月

18日台風20号の時以後に碇泊灯用に積みとんでいたのである。時々充電もしてい

るので使用できるかも。さっそくエンヂン室へ運び、祈るような気持でスイフチ
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ON。 するとフ'ルンフeルーと一発で始動。万歳。やれやれとれでカッコ悪い曳船

からのがれることができた。

午后からは太陽も顔をだすくらいの良い天気になり、予定の 5地点を採泥して

16時lζ宿泊地入港する。

宿から見る落日はすばらしく、明日の天気を約束しているようだった。

9月13日 快晴

快晴と穏やかな海。気分爽快。船上の仕事には最高の天気。 8時30分、宿の弁

当を持参、乗船。主機始動はバッテリーの電圧不足で動かず、昨日と同じく他の

バッテリーからの力を貸って始動。始動用ノミッテリーの耐要年かもしれない。

8時45分本郷港を出港。八幡瀬戸を南西に進路。 16ノットで航行。朝の涼しい

風を受けながら約40分で今日の調査地、宮野河内湾口にさしかかると風にのって

異臭が鼻をつく。湾lと入ると両側iζ は魚の養殖イカダが浮いている。異臭は餌で

ある。調査地点から見る風景l乙異様な臭い。採泥すると泥の表面は黒く異臭をは

なつ。

一回目の作業中に油圧ウインチのシャフ卜部分から少量オイルが流れているの

が見つかる。すぐ作業を中止して点検してみると、オイルシールが悪くてオイル

が漏れている。現場での修理は部品もなく無理。ただ低回転にて使用してみると

オイルの漏れがないので全日程が終了するまで注意して使用する乙とにして採泥

を続ける。

今日の調査地点は水深が浅い所が多かったので予定の 9地点を早く終る。

今晩の宿泊は鹿児島県長島東町である。乙の地は入江が深く水深もあり叉潮の

通りも良く魚の養殖業が益んな所であるo 鹿児島大学水産学部水産実験所もあり

何年か前に八代海調査の時宿泊したこともある。夕食には特大のイシダイを刺し

身でごちそうになった想い出がある。

今晩の宿、乳の瀬荘までの徒歩 15分は少し疲れた。
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9月14日曇

南西の風少しある。視界が悪く地点、を探すのに時間がかかりそうな一日である。

9時東港を出港。養殖イカダの合間を縫うようにして航行。 3地点の採泥をす

る。ほとんどの養殖場の海底は汚れが進行している。エサのイワシ、サパ等の小

骨が泥を洗い流した後iζ多量にでてくる。

昼休みは波静かな島影でベラ釣りを楽しむ。乙の海域は潮の流れが早い所で魚

影が多く遊漁船が多し、。今晩のおかずにとベラ釣りにはげみ20匹ばかりの漁獲が

あった。冷蔵庫に入れる。

午后からは、八代海で一番深い所の地点がある 47m、透明度も 10m位いはある。

採泥は特に注意しなくてはいけない。一回採泥をし っぱいすると約10分間の無駄

な作業になる。結局 2回のしっぱいをする。

次の地点は対岸の水俣湾。湾内l乙は水銀で汚染されたヘドロがたい積している。

現在水銀で一番汚染されている地区を埋立てるため護岸工事中である。

湾口、中央部、袋湾での各地点を採泥する。目で見るかぎり他所の泥と変りな

い。養殖場の泥が異臭があるし汚れが感じられる。肉眼で見る乙とができない汚

染が被害を大きくした水俣病かもしれない。

今夜の宿は温泉地、湯之元。旅館に到着、さっそく温泉につかる。一日の疲れ

をとるのにはいい。広い浴槽で思いきり手足をのばして一日の汗を流す。夕食に

はビール。昼休みに釣ったベラの入 った味曽汁が一番美味かった。

9月15日 曇のち晴

朝ごはん前にひと風呂。歌詩にもある「あさ寝、あさ酒、あさ湯が大好きで」

ひえた体lζ熱い一番湯は最高の気分である。冷たいビールがあったら。

いよいよ最終は、 8時30分出港。北西の風強く波頭に白波がある。北に向って

航行。船首より波しぶきで船体をあらう。全員船室iζ入る。乙の風では午前中の

作業は船体の横ゆれで厳しい乙とが予想される。
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地点、の中には、八代海調査で一番難かしい地点がある。どこの地点もアンカー

を入れず採泥するが、乙の地点だけはアンカーを入れる。底質は軟泥で採泥器が

着地しでもなかなか作動しなし、。

したがって 5回採泥するのに拾何回と採泥を繰返す乙ともある。今回も同様で

あった。難所の採泥も終ると 3地点のみ。次の地点lζ向って八代海を北上。此の

とろ風波とも穏やかになっていた。

八代市沖合では海水の透明度はますます悪 く、 1 m 50位い。

予定のロ時頃全ての地点の採泥も終る。油圧ポンプの油漏れもなく使用する乙

とができた。

船体の掃除、資料の後片づけをすませて昼食。ひとやすみして現地を出発。

15時田分富岡港i乙入る。全員真黒に陽やけした元気な顔。 3泊4日の調査終る。

八代海調査「あまくさ」航海図

」一一一」ー」
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水深 54米の体験

琉球大学熱帯海洋科学センター

仲 村 茂 夫

1986年 8月 13日午前9時45分、天気は快晴。東からの風がゆるやかに吹いて

いる。センター桟橋から新造船メルリ ーナ Eで出航である。船長・中村英雄氏、

外国人研究員のオーストリア人ホーへンエ アカー氏と僕の三人である。目的はエ

ツカー氏の有孔虫の採集である。

先日スミスマ yキンタイヤで 10米から 100米までの採集を行ったが、 40Mと50

Mの二地点での採集ができず、今回潜って採集しようという乙とである。

日頃の採集は20米までなので、細かい装備もせず前日の夜は遅 くまで酒を飲む

事もしばしばあったが今回は、水深50米への初挑戦とあって、更に 4年前の45米

での軽い窒素よいの経験もあった乙とで、 2、 3日前から体のコンデッシヨンを

調整して、器具の点検も入念に行い、乙の日 lζ備えての出発である。

船上で器具を再チェックし準備をしている間もなく 10分程で目的地に着いた。

操舵室の測深器で水深を確認、 45米を示している。大ベテランの英雄氏がアンカ

ーを降ろし、ロープ伝いに行けと気づかつてくれる。

装着し道具を持ちゆっくりと降りてし、く、気lとしていた流水はほとんどなく水

も澄んでいる絶好の条件である。

水深計が10米を越えた時海底が見えてきた。

サンゴ礁から続く岩盤が砂醸質の海底l乙入り込んでいる地形である。とれなら

十分目的の物がとれる。サンゴも海藻も思ったより豊富であまり見慣れない物が

多い。

まず採集の前l乙水深、水温、地形等を記録しようとノートを取り出そうと採集

バックを開けたとたん、サァーと何かが飛び出していった。止めようとしたが聞

に合うはずがない、アグリル製の円筒形のサンプラーである。
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両端のゴムのキャフプを閉めたままだったのである。残り l本で採集はできた

ものの大失敗である。数分間で作業を終え、残りの時間は、あまり見かけないサ

ンゴや海藻を採集し、 ロープ伝いに減圧をし ながらゆっくり 上がっていった。や

がて船上に落着き採集物を渡し、次の採集地へと移動した。

14 gの 2つへレギを装着しいよいよ 50米の地点への潜水である。一通りの点

検を終え降りていく 45、46……… 50、51、52、53、54米、アンカーが臼Mの所

に落ちている。先程の45米の時と気分はほとんど変らなし、。ただ50米を越えた事

でちょっと興奮気味な事ぐらいである。採集lζ入る前にもう一度安全を確認する。

船のアンカーはしっかりと岩にかかっている。そ乙から 5米は離れているだろう

か。そして残圧計、水温計、コンパス時計に目をやったとたん強裂な圧迫感を全

身に感じた。時計がペチャンコである。いつもは太めの腹がベチャンコである。

あせった、す ぐアンカーの所に戻った。 ととに長くいたら死にそうに思った。落

ち着け、空気は十分ある。自分に言い聞かせる。と lとかく採集はしよう。急いで

上がったら減圧症になる。つとめてゆっくり採集する。手の届く範囲で他の物も

採集する。物を採集ノミフク lζ入れチャックを閉めたか確認もできない状態である。

やがてゆったりした気分になる。上にあがる乙ともそんなに乙だわらない、いい

気持ちである。乙れが窒素よいか思考刀がほとんどなし、。自分に言い聞かせる、

上にあがれば死ぬ事はない。上にあがらなければ子供達に二度と会えない。でも

早く上がったらおしまいた。とのような事をくり返し考える。 30米まではロープ

をしっかりにぎって上がっていった。海面が見えてきた。余裕がでてきた。でも、

ゆっくり上がろう。 5米地点で空気を全部使い切り海面に出た。助かったと思った。。

どうして乙んな仕事を引き受けたのか、二度と潜るものかと思った。乙の仕事

の相談を受けた時、断わる事はできたのだが、無茶を承知で自分への挑戦のつも

りで決心をした。自信はもちろんあったが、思っていた通り、自分は憶病である

乙とを確認した。出来る人から見れば乙れぐらいは何でもない事かも知れないが、

自分にとっては、二度と味わう事のない貴重な体験をしたと思う。

乙の体験は乙れからの仕事、自分自身の生き方にも生かされると思うが、でも

もう二度とやろうとは思わない。
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編集後記

忙しい中、原稿をおよせ下さいました皆様に感謝致します。

乙れからも、乙の「臨海・臨湖」が長く続きますように、今後も皆様の御投稿

を賜わりたいと思います。

編集担当

高知大学海洋生物教育研究センター

井本善次
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